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「融和「融和」」とと「協働「協働」」
　　　　そしてそして「飛躍「飛躍」」へへ

２ ６

施政方針

Ｎｉｓｈｉｏ
ｃｉｔｙ平成　 年度

　２月２６日から３月２５日までの日程で西尾市議会３月定例会が行われました。初日の施

政方針演説で榊原市長は、「２６年度の市政運営のスローガンに、引き続き『融和』と『協働』

そして新たに『飛躍』を掲げ、新西尾市の将来像と新たな可能性をはっきりと示し、次

のステップへの礎づくりを具体的に加速前進させます」と決意表明し、今年度の主な施

策について説明しました。今号では、その概要についてお知らせします。

　

年
度
は
市
制
施
行

周
年

　
年
度
は
市
制
施
行
　
周
年
をを

２５２５

６０６０

迎
え
る
と
と
も
に
、
合
併
後
初

迎
え
る
と
と
も
に
、
合
併
後
初
のの

総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
た
記

総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
た
記
念念

す
べ
き
年
で
し
た
。
市
民
の
皆

す
べ
き
年
で
し
た
。
市
民
の
皆
ささ

ま
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
記

ま
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
念念

事
業
を
催
す
こ
と
が
で
き
た
こ

事
業
を
催
す
こ
と
が
で
き
た
こ
とと

を
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

を
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
まま

た
、
本
市
で
は
初
め
て
開
催
し

た
、
本
市
で
は
初
め
て
開
催
し
たた

「
あ
い
ち
花
フ
ェ
ス

「
あ
い
ち
花
フ
ェ
ス
タタ
」、」、「
愛
知

「
愛
知

県
消
防
操
法
大
会
」
や
、
山
形

県
消
防
操
法
大
会
」
や
、
山
形
県県

米
沢
市
と
の
友
好
都
市
提
携
な

米
沢
市
と
の
友
好
都
市
提
携
な
どど

を
通
じ
て
、
西
尾
市
の
名
前
を

を
通
じ
て
、
西
尾
市
の
名
前
を
市市

内
外
に
大
い
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

内
外
に
大
い
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
ここ

と
が
で
き
ま
し
た
。

年
度
の

と
が
で
き
ま
し
た
。
　
年
度
の
市市

２６２６

政
運
営
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
は
、

政
運
営
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
は
、
引引

き
続
き
続
きき「
融
和

「
融
和
」」とと「
協
働

「
協
働
」」そ
し
て

そ
し
て

新
た
新
た
にに「
飛
躍

「
飛
躍
」」を
掲
げ
、
新
「

を
掲
げ
、
新
「
西西

尾
市
」
の
将
来
像
と
新
た
な
可

尾
市
」
の
将
来
像
と
新
た
な
可
能能

性
を
は
っ
き
り
と
市
民
の
皆
さ

性
を
は
っ
き
り
と
市
民
の
皆
さ
まま

に
示
し
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
の

に
示
し
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
の
礎礎

づ
く
り
を
進
め
ま
す

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。。

本
年
の
干
支
は

　
本
年
の
 干
  支
 は
、、「「

え
 
と

甲 甲
 

き
の
え

午
」
 午
 」で
す
。

で
す
。

う
ま

「
甲
「
甲
」」は
十
干
の
最
初
で
あ

は
十
干
の
最
初
で
あ
りり
、「
伸
、「
伸

び
る
」

び
る
」、、「
成
長
す
る

「
成
長
す
る
」」こ
と
を
意
味

こ
と
を
意
味

し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。。

そ
こ
に
活
発
な
行
動
力
を
意
味

そ
こ
に
活
発
な
行
動
力
を
意
味
すす

るる「
午
「
午
」」が
加
わ
る
こ
と
で
、
何

が
加
わ
る
こ
と
で
、
何
事事

に
お
い
て
も
発
展
、
前
進
す
る

に
お
い
て
も
発
展
、
前
進
す
る
とと

い
う
解
釈
が
多
い
干
支
に
あ
た

い
う
解
釈
が
多
い
干
支
に
あ
た
りり

ま
す
。
新
年
度
を
西
尾
市
が
大

ま
す
。
新
年
度
を
西
尾
市
が
大
きき

く
飛
躍
す
る
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て

く
飛
躍
す
る
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
、、

市
政
運
営
に
努
め
ま
す
の
で
、

市
政
運
営
に
努
め
ま
す
の
で
、
市市

民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
ご
協
力

民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
ご
協
力
をを

お
願
い
し
ま
す

お
願
い
し
ま
す
。。

大
き
大
き
くく
飛
躍
す

飛
躍
す
るる

市
政
運

市
政
運
営営
に
努
め

に
努
め
るる



３ 平成２６年４月１日号広報

　
　
年
度
に
引
き
続
き
、「
防
災
・

２５
減
災
対
策
」
を
最
重
点
課
題
と
位

置
づ
け
る
と
と
も
に
、
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
に
掲
げ
た
「
農
業
副
都
心
構

想
」、「
保
育
園
・
幼
稚
園
の
給
食

費
無
料
化
」、「
医
学
生
へ
の
奨
学

金
制
度
」
な
ど
の
事
業
や
、
老
朽

化
が
著
し
い
公
共
施
設
な
ど
の
長

寿
命
化
を
図
る
た
め
の
経
費
を
重

点
施
策
と
し
て
優
先
的
に
配
分
し

ま
す
。
市
税
は
景
気
の
回
復
基
調

を
受
け
て
、
　
年
度
よ
り
　
億
円

２５

１３

ほ
ど
の
増
収
と
な
る
２
８
２
億
円

程
度
を
見
込
み
、
歳
出
で
は
、
一

般
会
計
の
予
算
規
模
は
５
２
６
億

円
程
度
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業

会
計
を
合
わ
せ
た
総
予
算
額
は
、

１
０
１
５
億
円
の
見
込
み
と
な
り

ま
し
た
。
　

　
第
７
次
総
合
計
画
に
掲
げ
た
６

つ
の
主
要
施
策
に
基
づ
き
　
年
度

２６

の
主
要
事
業
を
説
明
し
ま
す
。

■
観
光
元
年

　
　
年
度
に
策
定
し
た
「
観
光
基

２５
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
新
年
度
を

「
観
光
元
年
」
と
位
置
づ
け
、
高

校
生
を
対
象
と
し
た
「
抹
茶
ス
イ

ー
ツ
甲
子
園
」
や
、
県
内
外
の
旅

行
関
係
者
が
一
堂
に
会
す
る
「
愛

知
県
観
光
交
流
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開

催
す
る
な
ど
、
特
産
品
の
知
名
度

向
上
と
交
流
人
口
の
増
加
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
市
観
光
協
会
の
組

織
拡
充
、
民
間
活
力
の
導
入
に
も

努
め
る
と
と
も
に
、
旅
行
会
社
へ

の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
積
極

的
に
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
現

在
、
市
観
光
協
会
が
三
河
湾
国
定

公
園
指
定
　
周
年
事
業
と
し
て
、

５５

「
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
三
河
湾
！
」
を
展
開

し
て
い
ま
す
の
で
、
三
河
湾
沿
岸

地
を
巡
る
ツ
ア
ー
を
企
画
す
る
な

ど
、
近
隣
市
と
の
連
携
に
力
を
注

ぎ
ま
す
。

■
農
業
副
都
心
構
想

　
農
業
副
都
心
構
想
検
討
委
員
会

に
よ
る
、
福
地
南
部
地
域
に
お
け

る
６
次
産
業
化
施
設
の
整
備
に
向

け
た
検
討
結
果
を
基
に
、
整
備
計

画
書
の
作
成
に
着
手
し
ま
す
。
農

業
副
都
心
構
想
は
、
合
併
効
果
を

具
体
化
す
る
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
位
置
づ
け
て
、
強
力
に
推
し
進

め
ま
す
。
本
市
の
農
畜
産
業
や
水

産
業
に
、
高
い
付
加
価
値
を
持
た

せ
る
仕
組
み
づ
く
り
を
目
指
す
と

と
も
に
、
「
憩
の
農
園
」「
一
色
さ

か
な
広
場
」「
吉
良
温
泉
」「
佐
久
島
」

「
愛
知
こ
ど
も
の
国
」な
ど
の
観
光

資
源
と
有
機
的
に
結
び
合
わ
せ
、

市
内
外
か
ら
大
勢
の
観
光
客
が
訪

れ
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
施
設
整
備

に
努
め
ま
す
。

■
愛
知
こ
ど
も
の
国
の
存
続

　
県
の
児
童
遊
園
施
設
で
あ
り
ま

す「
愛
知
こ
ど
も
の
国
」は
、
　
年
２６

度
か
ら
指
定
管
理
者
に
地
元
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
の
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
西
尾
」

が
指
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
秋
に
は
「
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
西
尾
」
と
西
尾
青
年
会
議
所

や
地
元
商
工
団
体
な
ど
が
連
携
し

て
、
地
域
協
働
事
業
「
愛
知
こ
ど

も
の
国
大
学
」
を
開
校
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
名
鉄

西
尾
・
蒲
郡
線
の
利
用
促
進
に
努

め
、
魅
力
あ
る
市
の
主
催
行
事
を

積
極
的
に
開
催
し
ま
す
。

■
企
業
誘
致
の
推
進

　
税
収
の
増
加
と
雇
用
の
確
保
を

図
る
た
め
、
引
き
続
き
最
重
点
課

題
と
し
て
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

首
都
圏
な
ど
で
開
催
さ
れ
る
展
示

会
に
、
企
業
と
市
が
協
働
で
出
展

す
る
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
活
動
や
、
進
出

す
る
企
業
や
設
備
投
資
を
行
う
企

業
の
奨
励
策
を
活
用
し
、
市
外
企

業
の
誘
致
と
市
内
企
業
の
流
出
を

防
止
す
る
企
業
留
置
に
つ
い
て
、

オ
ー
ル
西
尾
で
取
り
組
み
ま
す
。

■
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

　
　
年
度
ま
で
に
西
尾
東
イ
ン
タ

２７
ー
ま
で
整
備
が
進
む
予
定
の
名
豊

道
路
の
４
車
線
化
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
岡
崎
バ
イ
パ
ス
全
線
の
早

期
４
車
線
化
を
強
く
要
望
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
県
道
衣
浦
岡
崎

線
の
４
車
線
化
や
県
道
西
尾
幡
豆

線
の
鵜
ケ
池
町
ま
で
の
早
期
整
備
、

上
町
と
下
町
地
内
の
県
道
安
城
一

色
線
の
早
期
整
備
を
強
く
要
望
し

て
い
き
ま
す
。
市
道
幡
豆
　
号
線

１６

に
つ
い
て
は
、
　
年
度
末
完
成
を

２６

目
標
に
整
備
を
進
め
、
　
年
度
に

２５

着
手
し
た
市
道
中
部
幹
線
や
市
道

田
貫
徳
永
線
な
ど
の
整
備
を
進
め

ま
す
。

No.2
利
便
性
と
快
適
性
を

高
め
る
基
盤
づ
く
り

▲新体制で再出発する愛知こどもの国。市でも
魅力あるイベントを開催し、活性化に努めます。

予
算
編
成
に
つ
い
て

　
年
度
の
主
な
施
策

２６

No.1
活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ
る

産
業
づ
く
り

▲

東
海
4
県
下
の
高
校
生
に
よ
り
競
わ

れ
る
抹
茶
ス
イ
ー
ツ
甲
子
園
。
５
月
に

最
終
実
技
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。



■
上
下
水
道
の
整
備

　
上
水
道
で
は
災
害
に
備
え
る
た

め
、
配
水
池
へ
水
を
送
る
４
ポ
ン

プ
場
建
物
の
耐
震
補
強
工
事
や
、

災
害
時
に
優
先
的
に
復
旧
す
べ
き

重
要
管
路
の
耐
震
化
に
取
り
組
み

ま
す
。
下
水
道
で
は
、
西
尾
と
吉

良
地
区
を
中
心
に
継
続
し
て
管
路

整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
総
合

地
震
対
策
と
し
て
、
既
設
管
の
耐

震
補
強
と
マ
ン
ホ
ー
ル
の
浮
上
防

止
の
実
施
設
計
お
よ
び
一
色
西
部

雨
水
ポ
ン
プ
場
の
耐
震
診
断
を
行

い
ま
す
。

■
名
鉄
西
尾
・
蒲
郡
線
の
利
用
促

進
　
年
間
輸
送
人
員
は
５
年
連
続
で

微
増
し
て
い
ま
す
が
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
で
す
。
廃
線
は
地

域
の
衰
退
に
直
結
す
る
と
の
認
識

を
し
っ
か
り
と
持
ち
、
存
続
さ
せ

る
た
め
の
魅
力
づ
く
り
に
努
め
、

「
名
鉄
の
ド
ル
箱
」と
言
わ
れ
る
よ

う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
利
用
促
進
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
名
鉄
や
県
に
対
し
地

元
の
熱
意
を
強
く
訴
え
て
い
き
ま

す
。

■
居
住
環
境
の
整
備

　
現
在
、
土
地
区
画
整
理
事
業
を

行
っ
て
い
る
地
区
の
支
援
と
合
わ

せ
て
、
寺
保
北
地
区
、
西
山
地
区
、

国
森
地
区
で
、
土
地
区
画
整
理
事

業
の
調
査
を
本
格
的
に
着
手
し
ま

す
。

■
子
育
て
支
援

　
保
育
園
・
幼
稚
園
の
給
食
費
の

無
料
化
を
４
月
か
ら
新
た
に
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、
国
が
　
年
度
か

２７

ら
施
行
を
予
定
し
て
い
る
子
ど
も

・
子
育
て
の
支
援
に
関
す
る
新
制

度
の
指
針
に
即
し
、
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
を
策
定
し
ま

す
。

■
学
校
教
育
の
充
実

　
教
育
は
人
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
で
す
。
家
庭
や
地
域
と

連
携
を
図
り
、
児
童
・
生
徒
を
地

域
全
体
で
育
て
る
こ
と
を
推
進
し

ま
す
。
　
年
度
か
ら
新
た
な
３
学

２５

期
制
が
始
ま
り
、
着
実
に
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
知
識
・
技
能
の
習

得
と
活
用
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た

授
業
を
工
夫
し
、
自
ら
学
び
、
深

く
考
え
、
主
体
的
に
行
動
す
る
子

ど
も
の
育
成
に
努
め
ま
す
。
さ
ら

に
、
少
人
数
学
級
の
小
学
校
２
年

生
か
ら
３
年
生
ま
で
の
拡
大
を
検

討
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
学

校
図
書
館
に
配
置
す
る
司
書
の
増

員
に
も
努
め
ま
す
。

■
園
庭
、
校
庭
の
芝
生
化

　
こ
れ
ま
で
に
保
育
園
・
幼
稚
園

で
８
園
、
小
学
校
で
５
校
実
施
し

ま
し
た
。
　
年
度
は
矢
田
、
一
色

２６

東
部
、
吉
田
、
見
影
保
育
園
の
４

園
で
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
　
年
２５

度
か
ら
継
続
し
て
、
横
須
賀
小
学

校
で
も
実
施
し
ま
す
。

■
教
育
施
設
の
整
備

　
小
・
中
学
校
体
育
館
の
天
井
や

照
明
な
ど
の
耐
震
改
修
や
、
ト
イ

レ
改
修
お
よ
び
小
学
校
特
別
教
室

の
天
井
扇
風
機
を
順
次
設
置
し
ま

す
。
　
さ
ら
に
、
新
規
事
業
と
し
て
鶴

城
中
学
校
の
弓
道
場
の
新
築
に
着

手
し
ま
す
。

　
矢
田
地
区
の
生
涯
学
習
と
活
動

の
拠
点
と
し
て
、
矢
田
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
を
５
月
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。
ま
た
、
吉
良
地
区
で
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
た
入
浜
式
塩
田
で

の
製
塩
技
術
の
保
存
継
承
の
た
め
、

塩
田
の
復
元
施
設
と
体
験
施
設
の

整
備
計
画
を
　
年
度
に
実
施
設
計

２６

に
着
手
し
、
　
年
度
末
の
完
成
を

２７

目
指
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
総
合
運

動
場
の
建
設
を
検
討
す
る
組
織
の

設
置
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

　■
安
心
、
安
全
で
満
足
度
の
高
い

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

　
市
民
病
院
は
地
域
医
療
を
守
る

最
後
の
と
り
で
と
し
て
、
　
万
市

１７

民
の
皆
さ
ま
へ
安
心
・
安
全
で
満

足
度
の
高
い
医
療
を
継
続
し
て
提

供
で
き
る
よ
う
、
医
師
の
増
員
と

病
院
機
能
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
　
年
度
に
代
表
町
内
会
長

２５

会
の
皆
さ
ま
が
中
心
と
な
り
、
当

院
の
医
師
確
保
の
た
め
に
署
名
活

動
を
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
大

変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
当
院
の
再

生
に
向
け
た
皆
さ
ま
の
熱
い
思
い

を
受
け
と
め
、
県
へ
強
く
働
き
か

け
ま
す
。

■
医
師
確
保
の
た
め
奨
学
金
制
度

を
設
立

　
佐
久
島
診
療
所
へ
の
医
師
派
遣

や
、
市
民
病
院
の
医
師
確
保
の
た

め
の
奨
学
金
制
度
を
開
始
す
る
と

と
も
に
、
高
額
医
療
機
器
の
更
新
、

病
棟
な
ど
の
改
修
や
地
域
医
療
機

関
と
の
連
携
を
強
化
す
る
た
め
の

地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
ま
す
。

■
予
防
接
種
施
策
の
推
進

　
乳
児
を
対
象
と
し
て
い
る
Ｂ
Ｃ

Ｇ
予
防
接
種
を
集
団
接
種
か
ら
個

別
接
種
に
変
更
し
ま
す
。
ま
た
、

　
年
度
か
ら
実
施
し
た
高
齢
者
肺

２５炎
球
菌
の
予
防
接
種
に
対
す
る
助

成
や
妊
産
婦
・
乳
児
健
康
診
査
に

対
す
る
助
成
も
引
き
続
き
実
施
し

ま
す
。

■
障
害
者
福
祉
施
策
の
充
実

　
新
た
に
学
校
生
活
介
助
員
派
遣

事
業
を
創
設
し
、
市
内
の
小
・
中

学
校
に
在
籍
す
る
身
体
に
障
害
の

あ
る
児
童
・
生
徒
に
対
し
、
自
立

を
促
し
な
が
ら
豊
か
な
学
校
生
活

を
送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
必
要

に
応
じ
学
校
に
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣

し
ま
す
。

■
介
護
保
険
事
業
の
充
実

　
民
間
事
業
者
に
よ
り
、
定
員
１

０
０
人
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

と
定
員
　
人
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

２０

の
開
所
を
予
定
し
ま
す
。
ま
た
、

介
護
予
防
や
地
域
で
の
見
守
り
体

制
の
強
化
、
認
知
症
対
策
な
ど
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
検
討
し
、
第

６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
反
映

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
核
家
族
化
や

社
会
構
造
の
複
雑
化
に
よ
り
、
訪

問
販
売
や
通
信
販
売
な
ど
を
利
用

し
た
消
費
者
被
害
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
消
費
者
の
相
談
体

制
の
充
実
や
広
報
紙
を
通
じ
た
啓

発
な
ど
を
行
い
、
被
害
防
止
に
努

め
ま
す
。
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No.4
安
心
で
き
る
暮
ら
し
を
支
え
る

健
康
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

No.3
地
域
を
支
え
る
文
化
と

人
を
育
む
環
境
づ
く
り

施政方針
Ｎｉｓｈｉｏｃｉｔｙ

平成２６年度

▲地道な努力により、年間輸送人員が増
加している名鉄西尾蒲郡線。

▲裸足で元気いっぱいに芝生遊びを
する園児たち。



■
超
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応

　
急
速
に
進
む
高
齢
社
会
に
対
応

す
る
た
め
、
新
た
に
　
歳
以
上
の

７５

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
を
対
象
に
、

タ
ク
シ
ー
の
初
乗
り
運
賃
を
補
助

し
ま
す
。

■
公
園
整
備
の
推
進

　「
親
子
で
楽
し
め
る
公
園
」に
つ

い
て
、
引
き
続
き
第
１
期
の
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
や
、
ア
ク

セ
ス
路
で
あ
る
橋
の
整
備
な
ど
を

進
め
、
　
年
度
の
完
成
を
目
標
に
、

２８

隣
接
す
る
「
道
の
駅
に
し
お
岡
ノ

山
」
と
古
川
緑
地
の
一
体
的
な
魅

力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

■
産
業
廃
棄
物
処
分
場
の
跡
地
問

題
へ
の
取
り
組
み

　
一
色
地
区
の
産
業
廃
棄
物
処
分

場
の
跡
地
問
題
は
、
放
置
す
れ
ば

本
市
の
み
な
ら
ず
、
三
河
湾
全
体

に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る

大
き
な
問
題
で
す
。
今
後
は
、
　２５

年
度
に
立
ち
上
げ
た
「
一
色
地
区

産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
跡
地
問

題
協
議
会
」
に
お
い
て
検
討
を
重

ね
る
と
と
も
に
、
県
と
も
緊
密
に

連
携
し
、
要
望
を
重
ね
な
が
ら
早

期
解
決
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

■
環
境
へ
の
取
り
組
み

　
常
設
資
源
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
吉

良
地
区
へ
の
増
設
や
高
度
処
理
型

浄
化
槽
へ
の
転
換
に
対
す
る
補
助

制
度
の
創
設
な
ど
、
生
活
に
密
着

し
た
環
境
施
策
の
充
実
に
努
め
ま

す
。

■
海
岸
堤
防
の
耐
震
化

　
県
は
「
第
２
次
あ
い
ち
地
震
対

策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
に
よ
り
、

大
き
な
被
害
が
想
定
さ
れ
る
優
先

区
間
の
海
岸
堤
防
の
耐
震
化
を
、

　
年
度
末
の
完
了
を
目
指
し
て
進

２６め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
津
波
・
高

潮
の
被
害
予
測
の
見
直
し
も
進
め

て
い
ま
す
が
、
優
先
区
間
以
外
の

耐
震
化
を
必
要
と
す
る
海
岸
に
つ

い
て
も
、
次
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
に
盛
り
込
む
よ
う
に
、
県
に
要

望
し
ま
す
。

■
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た

め
に

　
昨
年
５
月
に
県
が
発
表
し
た
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
お
け
る
本

市
の
被
害
予
測
で
は
、
市
域
の
大

半
が
震
度
７
に
見
舞
わ
れ
、
建
物

の
全
壊
・
焼
失
２
万
９
０
０
０
棟
、

死
亡
者
数
１
８
０
０
人
と
い
う
数

字
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
数
字

を
こ
れ
ま
で
に
な
い
市
の
危
機
で

あ
る
と
重
く
受
け
と
め
て
い
ま
す
。

行
政
の
最
大
の
務
め
は
市
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
こ
と
で
す
。
本

市
か
ら
犠
牲
者
を
出
さ
な
い
た
め

の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
集
中
的
に

投
資
し
て
い
き
ま
す
。
　
年
度
は

２５

一
色
町
公
民
館
に
１
０
０
ｔ
級
の

飲
料
水
兼
用
耐
震
性
貯
水
槽
を
整

備
し
た
ほ
か
、
津
波
浸
水
被
害
が

危
惧
さ
れ
る
沿
岸
部
に
あ
る
４
つ

の
小
学
校
に
屋
上
手
す
り
を
設
置

し
ま
し
た
。
　
年
度
は
、
東
幡
豆

２６

小
学
校
に
　
ｔ
級
の
飲
料
水
兼
用

６０

耐
震
性
貯
水
槽
を
設
置
し
ま
す
。

ま
た
、
　
年
度
か
ら
進
め
て
い
る

２４

移
動
系
無
線
の
整
備
が
完
了
し
、

市
全
域
で
の
情
報
の
収
集
、
伝
達

が
可
能
と
な
る
ほ
か
、
三
河
湾
の

入
り
口
に
位
置
す
る
佐
久
島
に
津

波
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
す
。

■
防
災
・
減
災
啓
発
活
動

　
　
年
度
に
引
き
続
き
、
防
災
・

２５
減
災
セ
ミ
ナ
ー
や
、
防
災
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
開
催
な
ど
に
積
極
的
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
津
波
防
災
の

日
で
あ
る
　
月
５
日
を
総
合
防
災

１１

訓
練
の
日
と
定
め
、
地
域
住
民
と

企
業
が
一
体
と
な
っ
て
主
体
的
に

防
災
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
促
し

て
い
き
ま
す
。

■
消
防
力
の
強
化

　
幡
豆
支
所
へ
移
転
し
た
幡
豆
分

署
を
、
東
部
エ
リ
ア
の
消
防
の
要

と
し
て
、
地
域
住
民
の
期
待
に
沿

え
る
よ
う
努
め
ま
す
。
ま
た
、
消

防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
シ
ス
テ
ム

を
整
備
し
、
消
防
力
の
強
化
を
図

り
ま
す
。

■
新
た
な
地
震
津
波
対
策

　
本
年
６
月
に
地
震
被
害
予
測
調

査
の
結
果
が
県
か
ら
発
表
さ
れ
る

予
定
で
す
。
そ
の
結
果
を
基
に
、

本
市
の
「
地
震
防
災
対
策
計
画
」、

「
地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」の
策
定

や
、
避
難
場
所
看
板
の
設
置
な
ど

に
早
急
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
民
官
協
働
に
よ
る
市
政
運
営

　「
市
政
の
中
心
は
市
民
」の
姿
勢

を
保
ち
な
が
ら
、
民
と
官
の
協
働

に
よ
る
市
政
運
営
を
心
掛
け
ま
す
。

今
後
増
え
続
け
る
公
共
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
知
恵
と
経
験
を
こ
れ
ま
で
以
上

に
お
借
り
し
、
市
政
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
効
率
性
や
実
効
性
の
観

点
か
ら
も
重
要
と
考
え
ま
す
。

■
行
財
政
改
革
の
推
進

　
　
年
度
は
、
３
年
間
で
　
億
円

２６

４０

の
歳
出
削
減
を
目
標
と
す
る
最
終

年
度
に
な
り
ま
す
。
全
庁
挙
げ
て

目
標
が
達
成
で
き
る
よ
う
陣
頭
指

揮
を
執
り
ま
す
。
ま
た
、
防
災
・

減
災
対
策
や
地
域
産
業
の
振
興
な

ど
の
課
題
に
対
し
、
速
や
か
に
対

応
で
き
る
組
織
機
構
改
革
と
、
適

正
な
人
員
配
置
に
努
め
ま
す
。

■
公
共
施
設
の
再
配
置

　
「
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
出
発

点
」
と
し
て
位
置
づ
け
る
８
つ
の

再
配
置
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。
　
年
度
か
ら
　
年

２６

３０

度
ま
で
の
第
１
次
実
施
期
間
で
、

安
全
性
な
ど
に
課
題
の
あ
る
　
施
４１

設
の
再
配
置
を
、
官
民
連
携
方
式

な
ど
で
進
め
、
新
し
い
公
共
空
間

の
創
造
と
、
延
床
面
積
で
約
１
万

２
０
０
０
釈
の
削
減
を
目
指
し
ま

す
。

５ 平成２６年４月１日号広報

施政方針
Ｎｉｓｈｉｏｃｉｔｙ

平成２６年度

No.5
安
全
と
う
る
お
い
の
あ
る

環
境
づ
く
り

No.6
市
民
と
行
政
が
共
に
考
え
、

行
動
す
る
ま
ち
づ
く
り

▲「親子で楽しめる公園」の第1期レ
クリエーションゾーンのイメージ図。

▲消防救急デジタル無線システムが整備される
消防署通信指令室。

▲「地域の防災訓練に進んで参加します」と、中
学生が提言した防災フォーラム。


